
拡大写本・新しい本ができました（201９/４） 

     森のお店やさん   作：林原 玉枝  絵：はらだ たけひで 

（A４判 ２８ポイント） 

               きつつきが、お店をひらきました。かんばんにきざんだ、お店の名前は、「おとや」です。 

すてきないい音をきかせるお店です。森の中には、きつつきのほかにもいろいろな動物が、 

おもしろいお店をひらいています。 

 

                  

  

森はだれがつくったのだろう？       

                作：ウィリアム ジャスパソン 絵：チャック エッカート 訳：河合 雅雄 

（A４判 ２８ポイント） 

それから変化がはじまった。風は畑にタネをはこび、小鳥は空からタネをまく、 

そのタネを太陽があたため、雨がうるおす。やがてタネは芽を吹き、大きくなる。―時が、すぎていく。 

 

 



マイケルとスーザンは一年生  

作：ドロシー・マリノ 訳：まさき るりこ       （A４判 ２８ポイント） 

町に住むマイケルと、田舎に住むスーザン、二人は、もうすぐ６歳の誕生日を迎えます。 

偶然、誕生日の日に出会った二人は、今度一年生になり、同じ学校へ行くのです。 

初登校日のハラハラドキドキ、そして、二人を取り囲む温かい家族。 

日本でも長く愛されつづけている、ドロシー・マリノのおはなしをお楽しみください。 

わかったさんのクッキー 作：寺村 輝夫  絵：永井 郁子 

（A４判 ３０ポイント） 

           ファンタジーの世界で、おかし作りのレッスン！ 

ふしぎなかぎがおしえてくれるふっくら、あまーいロック・クッキー。 

わかったさんといっしょに、作ってください。 

 

 

ぼく先生のこときらいです 作：宮川 ひろ  絵：長野 ヒデ子 

（A４判 ２８ポイント ２分冊） 

正夫は３年生になりました。担任はあたらしく学校にやってきた三田先生。 

正夫の気持ちと三田先生の気持ちがいきちがい、正夫はふてくされてしまいます…。 



         きかんぼ  作：今村 葦子  絵：菊池 恭子 

           （A４判 ２８ポイント） 

いつも「ランドセルのおばけ」にされるきかんぼの道子。 

でも、道子がはこんでいたのは、ほんとうは、ランドセルではなく勇気だったのでした。 

   

    こおりづけのマンモス  作：たかし よいち  絵：石津 博典 

             （A4判 ２８ポイント ２分冊） 

                 作者が初めてマンモスを知ったのは、小学生のとき。 

シベリアでマンモスが発見されたという記事でした。 

大むかしに生きたマンモスたちの生活、 

こおりづけのマンモスが発見されるまでの過程がくわしく書かれています。 

 

      わすれものの森  作：岡田 淳  絵：浦川 良治 

           （A４判 ２８ポイント ２分冊） 

わすれられたものたちは、わすれたひとをわすれない。 

エイホーエイホー森のおくから、きみょうな歌声が聞こえてきた！いそげ！ 

きみがくるのをまっている！ 



    １００年目のハッピーバースデー  

作：石田ゆうこ 絵：岡田 ゆたか           （A４判 ２８ポイント ２分冊） 

知らない部屋のベッドで目ざめたユウキは、自分が１００年の間ねむっていたことを知らされた。 

「ここには、パパもママもお兄ちゃんもいない。ぼくの知ってる人はひとりもいない…」 

そんな、泣いているユウキにメイ博士がいった。「いっしょにタイムマシーンをつくらない？」ってネ。 

 

      ドラえもん プラス１  作；藤子・F・不二雄 

         （A4判横 ２分冊） 

 
 

 

 

    ドラえもん プラス２  作：藤子・F・不二雄 

        （A4判横 ２分冊） 

 



     千と千尋の神隠し  著：宮崎 駿 

（A4判 ２８ポイント ２分冊） 

                   両親は、神様の料理を勝手に食べ豚にされます。 

１０才の女の子千尋も、名前を奪って人を支配する魔女によって、名を忘れかけます。 

しかし、出会うものたちに気づかされ助けられへこたれず、両親を助け出すお話。 

 

 

     この世界の片隅に 上  著：こうの 史代 

             （A4判） 

                 戦中の広島県の軍都、呉を舞台にした家族ドラマ。 

主人公、すずは広島市から呉へ嫁ぎ、新しい家族、新しい街、新しい世界に戸惑う。 

しかし、一日一日を確かに健気に生きていく…。 

 

     この世界の片隅に 中  著：こうの 史代 

（A4判） 

  すずも北條家に嫁ぎあくせくしてる間に、ようやく呉の街にも馴染んできた。 

リンさんという友達もできた。夫婦ゲンカもする。しかし戦況は厳しくなり、 

配給も乏しく日々の生活に陰りが…。そして昭和 20年３月、ついに呉の街にも大規模な空襲が!  

戦争という容赦のない暗雲の中、すずは、ただひたすら日々を誠実に生きていく。 



     この世界の片隅に 下 著：こうの 史代 
       （A4判） 

                 昭和の戦中。広島市から軍都呉市に嫁いだすずは、 

不器用ながら北條家に徐々に溶け込み日々を過ごす。やがて戦争の暗雲が周囲を色濃く染めていく。

大空襲、原爆投下、終戦。歴史の酷い歯車が一人の女性の小さな世界をゆがませていく。 

そして…。読む者の心を揺さぶる最終巻！ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 
 


